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今
年
八
〇
年
目
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
年
）
の
刊
行
開
始

で
あ
る
。
そ
れ
は
二
・
二
六
事
件
の
年
で
あ
り
、
日
中
戦
争
の
前
年
で
あ
る
。
政

府
公
文
書
の
公
開
は
基
本
的
に
民
主
主
義
的
な
営
み
で
あ
り
、
軍
国
主
義
化
す
る

時
代
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
大
戦
後
の
民
主
主
義
的
、
平
和
主
義
的
気
運
の
時

期
で
は
な
く
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
日
本
に
お
け
る
外
交
文
書
の
公
刊
が
始

ま
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
。
い
さ
さ
か
奇
異
の
感
を
覚
え
ず
に
は
お
れ
ま
い
。

公
文
書
公
刊
の
動
機
は
、
い
に
し
え
の
国
史
編
纂
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
七

一
二
年
に
完
成
し
た
『
古
事
記
』
は
、
神
話
に
始
ま
り
王
朝
の
事
績
を
記
し
つ
つ

現
政
府
の
正
統
性
を
告
げ
る
物
語
で
あ
っ
た
。
七
二
〇
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
日

本
書
紀
』
は
、
中
国
の
正
史
を
意
識
し
て
国
際
水
準
に
お
い
て
大
和
王
朝
を
語
ろ

う
と
す
る
。
そ
の
た
め
事
実
へ
の
忠
実
と
客
観
性
に
留
意
し
た
。
た
と
え
ば
六
六

三
年
の
白
村
江
の
出
兵
に
つ
い
て
は
日
本
側
の
敗
因
と
な
る
誤
り
ま
で
記
述
し
て

い
る
。
信
頼
性
と
説
得
力
を
高
め
る
た
め
事
実
主
義
と
公
平
さ
を
必
要
と
感
じ
た

の
で
あ
ろ
う
。

近
代
世
界
に
お
い
て
は
第
一
次
大
戦
が
画
期
を
な
し
た
。
革
命
に
成
功
し
た
新

政
府
は
旧
保
守
政
権
が
各
国
と
結
ん
だ
密
約
を
暴
露
し
、
そ
の
帝
国
主
義
的
悪
業

を
声
高
に
責
め
た
。
一
面
的
非
難
は
当
た
ら
な
い
と
各
国
は
論
駁
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
自
国
の
立
場
に
は
内
外
に
恥
じ
な
い
妥
当
性
が
あ
り
、
公
明
正
大
な
民

主
的
姿
勢
を
と
る
政
府
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
大
戦
後
の
欧
米
で
は
外

交
文
書
公
開
の
気
運
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

第
一
次
大
戦
の
主
戦
場
か
ら
遠
か
っ
た
日
本
で
あ
る
が
、
秘
密
外
交
打
破
の
声

は
日
本
の
政
論
に
も
こ
だ
ま
し
た
。
一
呼
吸
置
い
て
、
一
九
二
四
年
に
加
藤
高
明

を
首
班
と
す
る
護
憲
三
派
内
閣
（
外
相
、
幣
原
喜
重
郎
）
が
登
場
す
る
と
、
外
交

文
書
の
編
纂
と
公
開
が
始
ま
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
米
国
の
日
本
に
対
す
る

粗
暴
な
仕
打
ち
で
あ
る
排
日
移
民
問
題
に
限
っ
て
日
本
側
の
外
交
文
書
を
一
九
二

四
年
に
公
刊
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
政
府
・
外
務
省
は
予
算
と
制
度
を
整
え
て
、
明
治
以
降
の
外
交
文
書

を
本
格
的
に
編
纂
す
る
に
至
る
。
そ
れ
に
は
時
間
を
要
し
、
出
版
は
一
九
三
六
年

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
的
気
候
が
悪
化
す
る
中
で
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
広

田
弘
毅
外
相
は
第
一
巻
の
序
文
に
「
的
確
な
る
歴
史
の
研
究
は
正
当
な
る
史
料
に

基
く
を
要
す
」
と
意
義
づ
け
た
。
新
聞
各
紙
も
秘
密
主
義
か
ら
の
脱
却
は
国
民
外

交
の
土
台
な
ど
と
歓
迎
し
た
。
神
川
彦
松
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
は
じ
め
学
界
の

有
力
者
が
長
年
に
わ
た
り
外
交
文
書
の
公
刊
を
励
ま
し
続
け
た
こ
と
も
大
き
か
っ

た
。（『
外
交
史
料
館
報
』
一
九
八
八
年
創
刊
号
の
吉
村
道
男
論
文
「
外
交
文
書
編

『
日
本
外
交
文
書
』
発
刊
八
〇
年
に
よ
せ
て

熊
本
県
立
大
学
理
事
長
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授　

五
百
旗
頭　

真
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纂
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
」
に
こ
う
し
た
事
情
が
詳
し
い
。）

つ
ま
り
一
九
三
六
年
の
日
本
外
交
文
書
公
刊
は
軍
国
主
義
的
時
代
風
潮
の
産
物

で
は
な
く
、
第
一
次
大
戦
期
の
世
界
的
趨
勢
の
影
響
が
一
周
遅
れ
で
実
現
を
も
た

ら
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

戦
時
気
運
は
や
は
り
文
書
公
刊
の
敵
で
あ
る
。
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に

明
治
元
年
を
扱
う
第
一
巻
の
二
冊
が
、
続
い
て
明
治
二
年
を
扱
う
第
二
巻
の
三
冊

が
発
刊
さ
れ
た
が
、
明
治
九
年
を
扱
う
第
九
巻
ま
で
総
計
一
二
冊
が
出
た
と
こ
ろ

で
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
松
岡
洋
右
外
相
の
下
で
公
刊
停
止
と
な
っ
た
。
前

年
に
欧
州
で
大
戦
が
勃
発
し
、
松
岡
外
相
が
三
国
同
盟
を
締
結
し
て
そ
れ
に
連
な

る
状
況
を
迎
え
、
外
交
文
書
の
編
纂
如
き
は
「
不
急
の
事
業
」
と
切
り
捨
て
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
学
界
か
ら
の
支
援
者
で
あ
っ
た
神
川
教
授
は
「
不

朽
の
事
業
」
を
時
局
で
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
返
し
た
。

も
う
一
つ
戦
時
の
災
い
が
あ
っ
た
。
史
料
の
焼
失
で
あ
り
、
そ
れ
は
三
度
あ
っ

た
。
一
回
目
は
昭
和
一
七
年
一
月
に
起
き
た
外
務
省
の
火
事
で
あ
り
、
明
治
一
〇

年
代
の
重
要
文
書
六
五
〇
冊
が
焼
失
し
た
。
二
回
目
は
、
昭
和
二
〇
年
五
月
の
第

三
波
の
東
京
大
空
襲
で
、
こ
れ
に
よ
り
外
務
省
庁
舎
は
ほ
ぼ
全
焼
し
、
各
局
課
の

書
類
は
焼
滅
し
た
。
幸
い
記
録
書
庫
に
収
め
て
い
た
文
書
お
よ
び
疎
開
中
の
文
書

は
無
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
回
目
の
悲
劇
が
襲
っ
た
。
広
島
原
爆
投
下
の
翌
日
、

八
月
七
日
の
外
務
省
決
定
で
あ
る
。
敗
戦
と
占
領
、
そ
し
て
戦
犯
処
罰
を
見
越
し

「
第
三
者
ノ
利
用
」
を
不
可
能
と
す
る
た
め
、
本
省
と
疎
開
地
の
す
べ
て
の
外
交

文
書
の
焼
却
措
置
が
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
六
六
九
八
冊
の
重
要
記
録

が
灰
燼
に
帰
し
た
。

と
は
い
え
、
戦
前
期
の
文
書
だ
け
で
四
八
〇
〇
〇
冊
が
現
存
す
る
。
ま
だ
占
領

期
に
あ
っ
た
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
に
外
交
文
書
公
刊
が
再
開
さ
れ
た
。
火

災
で
歯
抜
け
状
態
と
な
っ
た
明
治
一
〇
年
代
を
後
ま
わ
し
に
し
、
明
治
二
〇
年
分

か
ら
新
た
な
息
吹
を
も
っ
て
刊
行
を
再
開
し
た
。
明
治
時
代
分
だ
け
で
五
〇
年
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
時
の
休
止
が
あ
っ
て
も
な
お
、
一
九
六
三
（
昭
和

三
八
）
年
、
発
刊
以
来
二
七
年
に
し
て
明
治
時
代
分
全
七
三
冊
の
刊
行
を
完
了
し

た
。
編
年
方
式
に
、
北
清
事
変
・
日
露
戦
争
な
ど
問
題
別
の
巻
を
交
え
、『
小
村
外

交
史
』
や
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
』
な
ど
特
別
企
画
を
加
え
て
の
出
版
で

あ
っ
た
。

続
い
て
、
大
正
時
代
を
扱
う
五
七
冊
が
、
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
ま
で
の

二
四
年
を
か
け
て
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
一
九
七
一
年
に
は
外
交
史
料
館
が
開

設
さ
れ
、
外
交
史
料
の
編
纂
だ
け
で
な
く
利
用
者
の
便
も
図
ら
れ
た
。
ま
た
第
一

次
大
戦
時
よ
り
国
際
関
係
が
複
雑
化
し
、
そ
れ
で
い
て
時
代
が
降
る
と
と
も
に
前

記
の
火
災
も
あ
っ
て
重
要
史
料
の
欠
落
が
増
え
る
。こ
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、

外
部
専
門
家
の
参
加
協
力
が
求
め
ら
れ
、
一
九
六
九
年
か
ら
は
細
谷
千
博
教
授
を

委
員
長
と
す
る
編
纂
委
員
会
が
常
設
さ
れ
た
。
栗
原
健
氏
の
よ
う
な
文
書
へ
の
精

通
と
情
熱
を
併
せ
持
つ
編
纂
官
と
外
交
史
の
学
者
た
ち
の
協
力
が
、
旺
盛
に
し
て

質
の
高
い
外
交
文
書
の
編
纂
・
公
刊
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

大
正
期
の
編
纂
中
に
も
、昭
和
期
の
「
満
州
事
変
」
と
「
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
」

に
つ
い
て
は
先
行
的
に
公
刊
さ
れ
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
か
ら
、
昭
和

期
の
外
交
文
書
公
刊
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
五
年
に
戦
前
期

の
総
計
二
〇
八
冊
に
の
ぼ
る
外
交
文
書
公
刊
が
完
了
し
た
。
そ
の
間
、
戦
後
期
の
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サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
関
す
る
西
村
熊
雄
調
書
な
ど
八
冊
が
先
行
的
に

公
刊
さ
れ
た
の
で
、
二
〇
一
五
年
度
ま
で
の
公
刊
外
交
文
書
は
総
計
二
一
六
冊
に

の
ぼ
る
。
今
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
交
史
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

便
利
に
使
え
る
と
い
え
ば
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
あ
ろ
う
。
個
人
情

報
な
ど
問
題
の
あ
る
も
の
以
外
の
外
交
文
書
は
画
像
で
ほ
ぼ
公
開
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
軍
部
の
「
密
大
日
記
」
な
ど
近
代
史
料
が
広
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

も
パ
ソ
コ
ン
か
ら
こ
れ
ら
文
書
の
閲
覧
と
入
手
が
可
能
で
あ
り
、
検
索
を
か
け
れ

ば
多
く
の
関
連
史
料
が
一
気
に
現
れ
る
。
史
料
館
に
出
か
け
る
ま
で
も
な
く
文
書

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変
便
利
で
あ
る
。

し
か
し
本
格
的
な
研
究
者
は
や
は
り
外
交
史
料
館
の
戦
前
期
約
四
八
〇
〇
〇
冊
、

戦
後
期
約
五
〇
〇
〇
〇
冊
の
原
文
書
を
直
に
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

公
刊
さ
れ
た
外
交
文
書
は
す
で
に
選
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
先
端
の
独
創
的

研
究
者
と
は
原
文
書
の
山
か
ら
自
分
で
選
別
す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
検
索
し
て
く
れ
る
字
面
の
関
連
情
報
に
支
配
さ
れ
ず
、

歴
史
家
は
歴
史
内
在
的
な
関
連
性
を
自
分
で
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
今
後
は
戦
後
期
の
外
交
文
書
公
刊
が
占
領
期
か
ら
始
ま
る
。
戦
後

の
外
交
記
録
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
六
年
に
第
一
回
公
開
一
九
〇
冊
が
行
わ
れ
、

二
〇
〇
八
年
ま
で
に
二
一
回
の
公
開
を
重
ね
た
。
そ
の
都
度
、
主
要
新
聞
が
大
々

的
に
報
道
し
た
の
で
、
切
抜
き
を
と
っ
た
研
究
者
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま

た
二
〇
〇
一
年
の
情
報
公
開
法
に
も
と
づ
き
、
研
究
者
は
特
定
の
関
心
あ
る
公
文

書
の
公
開
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
民
主
党
政
権
の
岡
田
克
也
外
相
の
下

で
「
密
約
」
を
め
ぐ
る
有
識
者
会
議
が
設
け
ら
れ
、
機
微
な
文
書
を
大
胆
に
公
開

し
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
活
発
な
原
文
書
公
開
と
利
用
状
況
に
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
戦
後
期
の

日
本
外
交
を
追
体
験
す
る
か
の
如
く
、
外
交
文
書
公
刊
が
走
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
大
切
に
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
来
し
方
を
根
拠
を
も
っ
て
確
認
す

る
作
業
な
し
に
、
質
の
高
い
今
後
の
政
治
外
交
の
創
造
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ

る
。


